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新 研 究 会 の 発 足 に 当 た っ て

水稲直播研究会 会長  井上 喬二郎

水稲直播栽培は,第二次大戦後だけを見ても,農村の労働力不足に対応する技術として,

数度の普及拡大の試みがなされている。とくに昭和30年代に入 り,経済の高度成長期を迎

えると,農村の労働力不足は本格化 し,直播栽培を導入する農家も増大した。 しか し当時

は発芽・苗立ちを確保 し雑草を抑制する技術が確立しておらず,日植機の開発とともに ,

直播栽培は年々減少した。一方で直播についての研究は継続 して進められていたが,昭 和

50年 代に入 り酸素供給剤を被覆して播種する湛水土壌中直播栽培が普及し始め,苗立ちの

安定化と耐倒伏性向上の展望が開けたことから,こ の技術の確立のための試験が全国的に

実施されるようになった。この酸素供給剤をキーテクノロジーとした水稲湛水土壌中直播

栽培技術の確立・普及を目的として,昭和60年に,水稲湛水土壌中直播栽培技術研究会が

発足 した。以来10年 ,研究会はこの技術普及・指導に取 り組んできた。徐々に普及面積が

増加 し,着実に直播栽培の芽が育ち,根付こうとしている。

現在我が国の稲作は,先のウルグァイラウンド合意に伴う国際化や,稲作を背負ってき

た世代の交代などに対応 して,今後,生産性を向上 し,体質強化を図って,よ り効率的で

安定的な生産が可能な農家及び農家集団を育成する必要性に迫られている。このような背

景の中で,農林水産省は今後の農業政策の展開方向を示すものとして,「新 しい食料・農

業・農村政策の方向」 (新政策)を 公表 している。稲作については,今後の技術改革のキ

ーテクノロジーとして直播を最重要技術として位置づけ,い くつかの大型プロジェクトを

スター トさせており,道府県においてもこれに呼応するかたちで種々の取 り組みが行われ

ており,そ の内容は,湛水土壌中直播のほか,乾田直播 。折衷直播や不耕起・ うないがき

などの耕法の検討等広範にわたつている。

このような状況に対応 して,本年 6月 ,本会も名称を水稲湛水土壌中直播技術研究会か

ら水稲直播研究会に改め,会長・委員を改選した。活動内容も,湛水土壌中直播技術の一

層の向上 。普及を図るとともに,新段階の直播技術の開発・普及にもより幅広く取 り組む

ことにした。今後は,広 く直播技術の開発・普及に関係する団体・企業の各位の参加をお

願いするとともに,会の運営についても,各地で直播稲作の確立 。普及に取 り組んでおら

れる関係機関や,直播を実践されておられる皆様とも,よ り密接な連絡のもとに進めるよ



うにしたいと考えている。

直播稲作技術について,栽培・機械・資材等の関係者による情報及び問題点の把握・検

討を行い,会員の本技術の改善のための諸活動を通 じて,我が国の気候風土や農家経営等

に適合した直播稲作技術を早期に確立及び普及することに力を尽くすつもりですので,関

係各位のよリー層のご支援・ ご協力をお願いします。

なお,新 らしい水稲直播研究会の会誌 (第 1号 )を第 2回直播サミットの開催に合わせ

て刊行しました。関係各位のご参考になれば幸いです。



直 播 稲 作 の 推 進 に 向 け て

農林水産省農産園芸局

農産課長 小高 良彦

これまで,経済成長に伴う農村労働力の急激な流出等を背景として,直播稲作が我が国

に普及する契機が何度かみられました。しかしながら,直播稲作は昭和 50年代当初の約

5万ヘクタールをピークに以降減少を続け,現在は7千ヘクタール代となっています。一

部には,我が国に直播稲作は向いていないという固定観念ができあがっているようにさえ

感 じられます。裏返 してみれば,こ れまで開発・改良が進められてきた田植機稲作の技術

が,いかに緻密かつ完成された技術として体系化され,今 日の生産性向上の面で寄与して

きたかを物語るものかも知れません。

しかしながら,今 日の稲作農業を巡る事情をみると,稲作従事者の高齢化,昭和一桁世

代の リタイヤの本格化等,今後,深刻な労働力不足が見通される中で,よ リー層の生産性

の向上を図 り,国内生産力の維持・向上を図ることが至上命題であります。

また,昨今の国際化の進展等に対応して,今後,晨業者が意欲的に規模拡大を図 り,経
営を安定 。発展させていく上においても,現行の田植機稲作体系の壁を打ち破る新たな技

術及び技術体系の確立が緊要であります。

このような状況を踏まえ,農林水産省では,構造政策の推進と併せて,そ れを支える基

盤技術の一つとしての直播稲作を,稲作経営の改善,水田営農の維持・確立,さ らには我

が国の稲作農業の一層の生産性の向上に資する技術として位置づけ,現在,推進 している

ところであります。

今後,本技術が広く農業者の経営に取 り入れられ,我が国稲作農業に定着 。普及させる

ためには,行政のみならず試験研究,生産現場等が一体となり,地域の実情に応じて課題

を克服 し,技術を実証 し,周辺農業者に対 して理解を求めてゆくことが重要であると考え

てお ります。また,民間による技術支援の充実にも大きな期待を寄せる者であります。

水稲直播研究会におかれましては,昭和 60年に水稲湛水土壌中直播技術研究会として

関係民間企業の賛同により設置され,こ れまで主として湛水土壌中直播について,各地の

試験研究期間等との連携を図 りながら,現場本位の取組みにより,今 日の湛水土壌中直播

技術の普及 `定着に大きな貢献をされてきたところであります。

また,今般,湛水土壌中直播技術の一層の向上・普及を中心としつつ,さ らに広範な直

播技術を対象とする方向で水稲直播研究会 として改組され,よ り広範な活動をスター トさ

れたところであり,今後,直播技術の普及・定着に対 し,一層のご活躍が期待されるとこ

ろです。

今日,地域の特性に応 じて全国各地で多様な直播栽培技術が確立,試行されつつありま

すが,我 々,行政部局としても,こ のような多様な技術について地域条件を十分に考慮し

ながら生産現場への適切な普及を推進して参 りたいと考えており,本研究会に対 しても一

層のご支援をお願いする次第です。
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水稲直播研究会顧問  伊藤 隆二

水稲湛水土壌中直播技術研究会 (通称「湛直研」 :本年度より「水稲直播研究会」と改

称)が発足してから 10年になる。発足当時は湛水直播は条播が主体で,北海道・東北の

寒冷地ではたとえ種子をカルパーで粉衣 しても発芽不良で,直播栽培の普及は困難とされ

ていたが,そ の後散播を主体 とする湛直栽培の研究が進み,北海道・東北でも普及を見 ,

湛直栽培は今や全国どこでも導入可能となっている。このことは,当研究会が農家 レベル

にまで入り込んで農家とともに研究実践してきた結果と自負 している。

しかし,一方で湛直栽培はどうしてもっと普及 しないのかという疑間の声も聞く。私も

何度 となく反省してみたし,研究会としてもアンケー ト調査もしてみた。その結果,ポ イ

ントは,発芽 。初期生育の管理にあるように思える。 1-2年 やってみたが,初期の管理

に失敗して止めて しまったという例が多い。均一に発芽生育さえすれば,我 々には過去数

十年間の水稲栽培技術の蓄積があるのだから,あ とは何とかなるといった話をよく聞く。

将来 1戸で20-30haの大規模稲作となれば話は別であるが,現在の規模での直播栽培では

初期の栽培管理には移植以上に目を光らさねばならない。

さて,私達がこの10年間「直播の火を絶やさない」を合言葉に続けてきた湛直研究もや

っと日の目を見,平成 6年から回公立研究期間,行政部局の音頭とりで直播栽培の研究・

普及を大々的に行 うようになった。 このことは大変喜ばしいことであるが,世間の期待が

大きいだけに我々農業技術陣は全精力を傾けて研究・普及に取 り組まなければならない。

今,農業技術者の鼎の軽重が問われているのである。直播栽培が大きく普及するかどうか

は今後の米自由化,農政,農村社会事情等にも左右されることであるが,数年-10年後に

おいて少なくとも「大規模直播栽培は技術的には出来上がっている」ということを天下に

示さねばならない。それだけ世間の見る目は厳しい。

そこで,こ れからの直播研究の進め方について若干考えていることを述べたい。

1.直播研究は過 の研究の経緯をふまえた上での新 しい研究への取 り組みでなければな

らない。

昭和50年前後わが国の直播栽培普及面積は約 5万ヘクタールあり,そ のほとんどが乾田



型 を早 く決めること。

今回の直播研究 (地域基幹農業技術体系実用化研究 )の課題をみると,乾 田直播,折衷

直播 ,不耕起直播,無代かき直播,湛水直播等々きわめて多彩である。21世紀の新農政に

盛られた直播栽培の目的が稲作の省力,低 コス ト化にあることから,耕起や代かきを省略

し,あ るいはカルパーを使用 しないこと等の考え方はわからぬでもない。 しかし耕起や代

かきを省略することは稲作にとって容易なことではない。平成 6年度の新稲作研究会の成

績をみても,折衷直播 (乾田直播 )を実施 した 9カ所の試験中 4カ 所では耕起代かきの省

略に疑問いだき,前 々から佐賀農試が提唱 している耕起代かき同時作業 (う ないがき,み

ずうない)や愛知農試の冬季の代かきに注 目し始めているのである。

そ して,で きるだけ早 く多 くの型の直播栽培の比較検討を終え,地域地域の直播の型を

決定 し,そ れをさらに深化させるという段取 りになろう。

3. コ を するには にする の こそが

ある。

本当に直播を定着させるためには,それを支える個別技術の創造発見こそが成否の鍵を

握っている。直播適性の高い品種の育成,新 しい除草剤・農業機械の開発,大規模水田の

水管理技術の確立等の個別技術が進めば直播という総合技術も進んでくる。湛水直播はほ

ぼ完成した。次は乾田直播だ折衷直播だと表面だけの実証試験を繰り返 してみてもあまり

意味がないと思うがいかがであろう。

直播であったが,技術的には乾田直播は播種時期の降雨の問題,地力低下の問題,雑草防

除の困難性の問題が解決できず,そ の後は減少を続けてきた。一方,酸素供給剤の粉衣技

術の確立とも相まって湛水直播が徐々に増加している。ところで今度の研究では瀬戸内沿

岸の各県を中心に再び耕起・不耕起の乾田直播や無代かき直播の研究をしようとしている。

乾田直播は省力性,生産費の軽減等の利点があるが,さ きに挙げた乾田直播の問題点を克

服する新 しい個別技術が開発されない限り,何度試みても過去 と同じ問題点が残るであろ

う。単なる過去の実証試験の愚は避けたいものである。

2.各重の直壁量量_2生重 生適:堕_ι二行い,適地 。適用条件の整理・普及すべき直播栽培の
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■ 最 近 の 直 播 栽 培 普 及 の 概 況

当研究会が,こ れまでに行った現地調査及び現地検討会等で,各地で提供された資料

をもとに本稿を作成した。今回は湛水直播を主に収録 したが,こ の他にも多くの資料が

あるので,今後,新 しい資料の提供も得て順次各地の状況を整理収録 して参考に供する

予定でいる。

(1)主要普及府県

最近の 3カ 年に100ha以上普及した府県をみると次の通 りである。

湛水直播

平 4 平 5 平 6

全 国 2563

山形

栃木

群馬

埼玉

富山

福井

岐阜

愛知

滋賀

京都

岡山

広島

熊本

宮崎

138

114

42

117

138

87

291

123

120

95

241

128

(農林水産省農産園芸局農産課資料より)

この中で,明 らかに増加傾向のみられるのは湛水直播で山形・福井・滋賀・京都 。宮崎

の各県である。また,乾田直播では減少傾向の続いていた岡山県で増加傾向がみられ,不

耕起直播が増加している。

-1-

乾田直播

平 4 平 5 平 6

4802

4300

122

4750

4153

127

51216

109

4426

120

127

95

114

509

80

30

2517

43

100

159

285

75

2435

57

123

129

96

319

99

30

96

111〕

158

276

124



(2)直 栽培事例

lL_止 形皇

平成 3年度頃 より普及面積が増加するようにな り,普及所の調査 によると平成 7年度

は200haを超えるにいたっている。当初は南部の長井市が中心であったが,庄内地域の増

加が著 しい。

栽培研究会の資料によると,

どまんなか : 22点

はえぬき :   6点

はなの舞 :   2点

雪化粧 :    1点

播種法はミス ト機による散播がほとんどで,収量は個人によりかなり異なるが,年 々

安定性が増し,平均的には移植栽培より僅かに劣る程度といえよう。

庄内地方では,平成 5年頃から増加が目立つようになり,平成 6年度は約 65ha,

7年度は約 105ha(鶴 岡41,酒 田23,藤 島41)に 達 している。この地域も

「 どまんなか」 。「はえぬき」が主であるが,「 ひとめばれ」が一部に導入されている。

平成 6年度の鶴岡市における 2事例を鶴岡普及センターの資料から引用すると,

▲氏 : 品種「はえぬき」  5月 7日 播種, 播種量 3kg/10a

苗立率 92%,   116本 /m2
出穂期 8月 8日 , 収量 588kg/10a

B氏 : 品種「はえぬき」  5月 2日播種, 播種量 4kg/1oa

苗立率 50%,  84本 /m2
出穂期 8月 12日 , 収量 515kg/10a

平成 7年度には,鶴岡普及センターにおいて,水稲直播栽培マニュアルを,

なか」 。「はえぬき」用に,そ れぞれ作成 している。

このほか山形地域でも増加し始めている。

量▼
＾

Ｉ
Ｒ均

同

同

同

平 529kg/′ 10a(300-630)

558kg/′ 10a(510-636)

425kg//10a(380-534)

608kg/′ 10a

-2-

「 どまん

長井市では農協が中心 となって湛水直播研究会が作 られ,徐 々に面積が増加 して平成

7年度は約 50haに 達 し,周辺地域でも徐々に増加 している。平成 3年頃までは「は

なの舞」が多かったが,そ の後は「どまんなか」 。「はえぬき」が増加 している。また ,

多収品種 として「雪化粧」も栽培されている。平成 6年度の栽培結果は,長井水稲直播



2L撮 上星

福井県では,直播栽培の定着化のために,昭和 63年度から3カ 年間低コス ト稲作実

践ファーム事業を,平成 3年度から3カ 年間低コス ト稲作システム確立事業を実施 して

きている。その結果,県内の直播栽培面積は,こ れら事業の始まった昭和 63年 より増

加 しつづけ,平成 5年度には 100haを 突破 している。その推移 と品種の作付状況は

次の通りである。

(直播栽培面積の推移 ) ha

年 次 昭 63 平 2  平 3  平 4  平 5 平 6

面積

平 元

30,0    64.7    68.7    84.3    99,4    134.3  143,5

(播種様式別栽培状況 )

平 5

平 6

(品種別・播種様式別収量 )

ハナエチゼ ン

コシヒカリ

キヌヒカリ

移  植

(播種法別労働時間 )

合計

134.4

143.5

hr/10a

平 均

kg/10a

平均

495.0
513.
426.0
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平 3 平 4 平 5

露晟季∴
467.0
505.0

α
υ

う
０

Ｑ

υ

０
０

・
０

４

月
■
４
■
４

，

曇晟季∴
ｒ
Э

′
可

494.8
494.2

１
■

ｎ
υ

ｎ
υ

貪
υ

”^
ｖ
ｎ
υ

０
４

，
ｈ
Ｖ
ハ
υ

■
■

，
υ

０
０

曇晟季∴
員
０
カ
ヽ

546.2
533.7

ｎ
ｖ

Ｏ
Ｏ

ｎ
υ

Ｑ
Ｏ
ハ
υ
ワ
ー

カ
■
′
■
■
■

(県 平均 ) 479,0 515,0 446.0

平 3 平 4 平 5

18。 9

16`6

０
０
０
０
■
●

47.2 46.7
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平 4 平 5平 3

ｎ
ｖ

Ｏ
●

０
０

■

υ

Ｑ

０

０

０

ｎ
υ

員

υ

＾
ｋ
υ

ｎ
Ｊ

ｎ
υ

９
０

,263
,557
,490

1

3
,958
,006

146,079 149,861

(播種法別費用 ) 円/10a

平均

勲晟季∴
97,428
93,048
92,560

移植 (県平均 ) 147,970

注 :表中の (県 平均 )の数字は福井統計情報事務所調査による

(直播栽培の将来目標.:平 成 14年 )

経営体における直播導入比率 水稲作付面積の 50%(大 規模経営体 )

湛 水 直 播 普 及 面 積 3,000ha(水 稲作付面積の約 10%)

労 働 時 間 7.5時 間/10a(移 植の 1/6)

生産費 (資本利子,地代を含む ) 90.000円 (移植の 1/2,10,000円 /俵 )

個別事例 (平成 5年度 )

○ 職 _方′上大規、農稲、傷、生産狙食

農家戸数 :専業 4, 1兼 13,2兼  269 合計286

水田面積 :207.3ha  直播面積 :23.4ha

作付品種 :   ハナエチゼン  12.3ha
コシヒカリ    4.9
キヌヒカリ    6.2

播種法 :  無人ヘ リ散播

栽培結果 :

品種名
(kytta)マ羅湾譴) (告ラ島a)

６

０

０

２

０

２

４

３

４

ンゼ
リ
リ

チ
カ
カ

エ
ヒ
ヒ

ナ
シ
ヌ

ハ
コ
キ

６

６

６

8
3

４

４

４

５

４

２

４

８

４

７

６

５

８

９

８
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○ 大野市 木本領家生産組合

水稲作付面積 : 30ha  水稲作業受託面積 : 110ha

直播栽培面積 : 15ha  播種法 : 機械条播

作付品種 : ハナエチゼン lha, コシヒカリ 14ha
栽培結果 : 収量は,300-500kg/10aで ,移植に比べ30-60kg少 ない。

労働時間は,21時間/10aで ,ま だ補植・除草 。いもち防除に

時間を要 している。

生産費は,85,000前後である。

○ 三方町 相田低コス ト稲作グループ

5。 4ha

コシヒカ リ

キ ヌヒカ リ

栽培結果 : 収量 キヌヒカリ 590kg/10a

コシヒカリ 480kg/10a

労働時間  21時 間/10a

生 産 費    95,000//10a

○ 上中町 H氏

水稲作付面積 : 7.5ha 水稲作業受託面積 : 8ha

直播栽培面積 : 1.6ha  播種法 : 無人ヘ リ散播

作付品種 : ハナエチゼ ン 0。 6ha  キヌヒカ リ lha
栽培結果 :

直 播    移 植

水稲作付面積 : 65ha  直播栽培面積 :

播種法 : 動力散播,機械条播  作付品種 : 2.2ha

3.2ha

収量 (kg/10a)

労働時間 (hr/10a

生産費 (円 /10a)

60kg当 たり生産費

所得 (円 /10a)

536

9. 0

71,447

7,998

112,723

535

21.0

74,789

8,388

109,037
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3)_宣 重星

「生産性向上稲作実践集団育成事業」 (昭和 62年 一平成元年 )。 宮崎米つ くり総合

改善対策事業 (平成 2年 -4年 )。 低コス ト良質安定生産技術 (平成 5年 一)等の行政

施策が行われ,昭和 62年 に湛水土壌中直播栽培指針が作成 されている。試験研究も平

行 して実施されて,昭和 62年より直播面積が増加 し始め,平成 6年 には 100haを

突破 した。

(直播栽培面積の推移 ) ha

５

８７
平４

７５
平３

５９
平一九

３２
平

播種様式

平 2
34

平 6
113

平成 6年度に実施されている播種様式と,主要栽培地域は次の通 りである。

面積 (ha)

機竿妻膨 ２

０
０

ｎ
υ

”
↓

つ
０ 馨機畢

,延岡市

,小林市,え びの市,北郷村

合  計 112.7

注 :播種機の平成 6年度の導入台数は,歩行型 8台 と乗用型 5台 の 13台である。

栽培事例

○ 都、城晋、及ヤ″ン2頭賞塵

(栽培面積の推移 )

昭61 昭62 昭63 平元  平 2 平 3 平 4 平 5 平 6 平 7

播
播
計

条
散
合

９

＾
Ｕ
・
０

”
”
　

　

ｒ
０

４

●
　
　

′
■

ｎ
υ

た

■

ん

ｔ

０
０
８

１

”
ｔ
ハ
仕

Ｑ
０

16. 4
4,2

20.614`

ha

平成 7年度 : 主要品種 ユ北カリ42.2ha,ヒ ノヒカリ8.6ha,ミ ナミヒカリ 4.5ha

播種期   5月 24日 -6月 7日  (ピ ー クは, 6月 1-3日 )

播種量 条播 3kg/10a, 散播 2.3-2.7kg/10a, 無人ヘ リ 2.5kg/10a
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(平成 5, 6年 度の収量 )

直播田

得長 (cm)穂 長 (cm) m2当穂数 10a当 収量

72.7
81.1

17.6
17.2

341
449

464kg
570

10

10

羊818套羊掲}

移植田 軍:|::奮羊協}

72.2
83.5

17.0
17.4

350
461

442
615

○ えびの普及所管内

(平成 6年 度の品種・播種法別面積 )

条播 散 播 A二 ■
|=:口 :

a

他

η
′

，

リ
カ
チ
計

カ
ヒ
モ

ヒ
ミ
ク

ノ
ナ
ヨ
合

ヒ

ミ

ヒ

910
280
46

1,236

ｎ
υ
ｎ
ｖ
Ｃ
υ
０
０

，
４

０
υ
力
●
ヵ
■

(平成 4, 5年度の展示圃成績 )

品種名 播種法 年次 得長
cm

穂数  玄米重
本ノ/m2  kg/10a

穂長
cm

ヒノヒカリ

ヒノヒカリ

ヒノヒカリ

79`
71・

78,
75,

490
483
551
475
536
384

条播

散播

移植

423
400

Ｑ
Ｏ

ウ
′

４

５

４

５

４

５

平
平
平
平
平
平

８

５

６

７

３

１

８

７

９

７

７

８

え
ｉ

ｎ
υ

Ｃ
υ

ｎ
υ

７
′

ワ
ー

ミナミヒカリ 散播  平 5 62.0 18.2  433  436
ユメヒカリ 561

55875.5  17.8    466

○ 小林市 高山直播組合

組合員数は平成 5年 までは 12-14戸 であったが,平成 6年には 39戸 に増加

した。また,直播栽培面積も5ha前 後で推移したが,平成 6年には 13.4ha
となった。

最初は歩行型播種機 (条播 )で始まり,そ の後ミス ト機による散播が続いたが ,

平成 6年は乗用型播種機 (条播)を使用している。

委標 羊瑳
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2

『

水 稲 湛 水 土 壌 I中 直 播 栽 :賭 』 の Q&A

(本稿は,湛直研会誌第 15号 に収録 したものを再収録した )

【Ql】 1週|ム製 1闘i筵|五:饉1盤1国1塾|三12墨塑 :人饉 1嘘ニ ユ 1塾聾 iユ空Lム 2二:21ユ堕 ユ:

なんですか?

【A】 ① 複合経営農家で春先の労働力の分散のために導入

② 請負の米専業農家で作期分散のため導入

【Q2】

【A】

全国の湛水土壌中直播栽培の普及状況はどうなっていますか ?

全国的に普及 し,普及面積は 1994年 度で約3,000haで す。

【Q3】 田撞え方式_壺劉豊萎輩」L上真量肇五式"饉盤裁菫2_≦笙人三ムニ Lと二重里L二

■ユニ

【A】  田植え方式とは 苗床で苗を仕立て,そ の苗を水田に植え付ける方式 (現在は

集団で箱育苗を行い,乗用田植機で植え付けているのが大部

分です )

直播き方式とは 苗を作ることなく,種籾を直接水田に播 き付ける方法

(直播 きは水稲に限定されたものではあ りません )

【Q4】 田重重二菫主空二重重量生二重壼 のヽですか,_湛丞上壌中直墨壼望主主廻」壁二□壺」L_

玉塾生∠コの亘⊆二■盤」生_型1虫至五五上二ばそれを含めて説明して下さい。

【A】 日本古来の栽培方式である田植え方式がいけないなどと言えません。

米作 りを如何に省力的に,安価に,安定収量を得るかと言うことが命題だと

理解しています。

直播栽培は田植え方式に比べ苗作 りが不要で省力的ですが,欠点も指摘され

ています。例えば湛水直播では,土壌表面に播種するため (表面に播種 しない

と発芽・苗立が悪い),根が浅 く苗が倒れやすく,芽干しを入れるので雑草の

多発が問題です。また乾田直播では代かきを行わないので入水時の漏水が多く

なり,地力の低下がおきるとともにやはり雑草問題があり,さ らに圃場の準備

段階で降雨があれば,砕 (細 )土が出来ない等問題が多い。これらの欠点を補

い,な おかつ前述の命題を解決できる技術が湛水土壌中直播栽培です。

すなわち,カ ルパー粉粒剤 16を コーティングした種籾を直接,土壊中に播

種して稲作りが可能になったことです。

-8-
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【Q5】 [真三菱!聾1211:Кュ :葦堕聾L.ェム亘畳:蓋:上:≧丞二塑艶憧重2:哲呈ュ上:L」

`菫

二墓奎1lil_1[L[じ il

咀L二工査三二

【A】 乾田直播とは  田面を耕起・砕 (細 )土 して播種溝を切 り,種籾を播き付

けて覆土し,苗立後入水 して栽培する方式.

湛水直播とは  田面を耕起 し,入水後代かき (荒代―植代)を行って播種 ,

出芽後落水 して芽干しをする方式。

湛水土壌中直播とは  耕起 した後入水 し,代かき (荒代一植代)を 行って

落水 し,土壌中に,カ ルバー粉粒剤 16を コーティングし

た種籾を播種 し,数 日後入水 して芽干 しを行わない方式。

【Q6】

【A】

湛水土壌中直播 にはどの うな方法 があ りますか ?

カルパー粉粒剤 16を コーテ ィング した種籾を,専用播種機で播種する条播

法とヘ リコプターまたはミス ト機で播種する散播法があります。

散播法

専用の播種機を用いて一定の深さに筋条に播種 し,覆土するので

その後の栽培管理が容易です。

有人ヘ リコプター,無人ヘ リコプター (ラ ジヨンヘ リコプター )

またはミス ト機で播種するので,播種時間が極めて短時間 とな り

ます。

【Q8】 ≧生製豊担螢菫鋤髪虻
=2.2二

塁ュ!二」:塾:L:塑整コ堕望_

【A】  一般に農家では古来の日植え方式を行っておりますので,次の様な準備が必

要となります。

条播法 1)コーティング機  2)専 用播種機  3)カルだ―粉粒剤16

※ コーティンク'機および専用播種機は共同購入でも良いと思います。

散播法 1)コーティング機  2)ミ スト機  3)カ ルハ
C―

粉粒剤 16

※ コーティンク・機は共同購入でも良いと思います。

※ ヘリコプター播種は広域実施になりますので,農業指導機関及び農林水

産航空協会等に相談 してください。

※ 除草剤については地域の農業指導機関にご相談ください。

【Q7】

【A】

【Q9】

【A】

条播 法 と散 播法 の特 徴 を説明 して ください。

条播法

遅ム聾 期ュ連」腱麟 塾 二 2」豊笙 螢≧≦l,豊ュ⊆重」12■

原則としては,どの地域でも種子の活動する温度に達して播種すれば栽培は
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可能です。但 し,圃場に播種 して芽が出るまでに 20日 以上もかかるようでは

不安が高まるとともに,苗立ちが不安定で,収穫期が大幅に遅れる事もありま

す。また,稲作期間の短い地域では早生品種を使 う必要があ ります。現在各地

の農業試験場で新品種の開発研究が進められています。

【10101:  2自 l」IE」

`2:り

L」璧.コ

`:」

に」1奎」ヒ:::」 1ユ!itl藍こ」園i菫t」音.餞』」liま.こ11:藝.」こ.

【A】   麦の収穫時期と稲の品種・収穫時期等の組み合わせを考えると,現状では,

九州地区の平坦部で可能ですが,中国・四国地区―関東地区では目下検討中で

す。

【Q ll】 湛水土壌中直播栽培に適した品種二塾_るのですか ? 現在 ,主 として どのよ

うな品種が使用されていま■2二

【A】  低温発芽性の良い短禅・穂重型で耐倒伏性があり,出来れば早生品種が望ま

しい。食味が良くても耐倒伏性の劣る品種は不向きです。

現在は,奨励品種の中から直播に適すると思われる品種を選んで使用してい

ます。

(2)栽培方法について

【Q12】

【A】

準備する種籾 について特に 責 すべ き点が あ ります か ?

採種固産の種子が望ましいが,で きなければ前年度産の充実した種籾を使い

ます。枝梗やノゲの付いたものはコーティングがうまくできず,播種機のつまりの原

因にもなります。

【Q13】

【A】

【Q14】

【A】

良い種籾はどのようにして選 別 した ら良 いです か ?

外観が充実 した種籾を塩水選 (比重選)に より、準備 してください。

塩水選はどうして必要なのですか? どの様にしたら良いのですか?

土壌中に直接播種するので発芽勢が大事な要因です。発芽はしたが苗に勢い

が無く,そ のため土壌中で菌等に犯されて苗立率が落ちる事があります。発芽

苗立を安定させるためには塩水選は是非とも必要です。

塩水選はウルチ品種の場合は比重 1.13, モチ品種の場合は比重 1.08

の食塩水 (塩 安、硫安水でも可 )で行います。軽くて浮いてしまう種籾が多い

場合は, 1.5倍位の量の種籾を準備してください。

-10-
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よ二重ユニヨ堕l∠.4L」盪LttLは」豊EEIttL菫 :生隻墨Ll`壼【Lユ星1:と≦[≧IIl二変:二L

塩水選をしても病害虫の予防にはなりません。直播栽培では種籾を直接本田

に播種するので,種子消毒は必ず実施 してください。

種子消毒剤の粉衣はコーティングマシンを使用すると短時間に簡単に作業出

来ます。

浸種は必要 で立_2上_二上二∠の程度にすればよいのですか?

種籾が発芽を始めるには,先ず充分に吸水する事が必要です。コーテ ィング

後の種籾は土壌中では吸水が不均一で,発芽が不揃いとなることがあ り,乾燥

籾では,播種後に吸水 してから発芽が始まるので出芽までに長時間を要 し,出

芽が不安定にな ります。

浸種の程度はハ ト胸状 までとし芽をださせないで ください。

ハ ト胸状 というが,ど のような状態 をい うので す か ?

種籾が十分水を吸って,芽のでる部分が鳩の胸のように膨らんだ状態です。

浸種する水の一日の平均水温の積算温度が60～ 80℃ になるまで浸種すると,ほ

ぼハ ト胸状となります。積算温度が100℃ になると発芽 します。

コーティング前に芽が出て_しまった場合はなぜ いけないのですか ?

浸種の段階で芽が出た場合は,コ ーティングの時に新芽が折れてしまう危険

性があ ります。芽が折れると苗立率を落とすことな ります。

芽 と根が出た場合は,根の方は割 と折れにくいのですが,絡み合ってコーティ

ングがスムーズに行われず,ま た無理をしてコーティングをしても播種時に播

種機の「 目詰 まり」を生ずる原因とな ります。

浸種後の水切 りはどの程度行えば良いのですか_ヱ

水切 りが不十分の時は,コ ーティング機の底及び側面にカルバー粉粒剤 16

が固着 しますので,浸種籾を手で握っても,手に水分が付着 しない程度まで水

切りは十分に行って下さい。洗濯機の脱水機を利用するのも一つの方法です。

2)コ ーティングについて

【Q20】

【A】

■一二 生≧2■」工11壁 れば良いのですか ?

圃場の準備が出来て,播種予定日が決まりましたら,原則として播種日の前

日にコーティングするのが望ましいです。

【Q15】

【A】

【Q16】

【A】

【Q17】

【A】

【Q18】

【A】

【Q19】

【A】

-11-



【Q21】  力生バー粉粒剤 16の コーブィング量はどの位ですか'__畳準量主旦_2墜生盪

合,少 ない場 合は どの よ うな影′響があ りますか ?

【A】 乾燥種籾 :カ ルバー粉粒剤 16= 1 : 2 (重 量比 )

※ 水切 り後の浸種籾重量に対 しては 1.6倍のカルバー粉粒剤量

コーティング量が少ないと,土壌その他の条件では苗立不良 (酸素不足)に

なる事も考えられます。また多い場合には苗立率が低下する傾向が見られます。

(物理的な吸水の遅れ等による )

【Q22】

【A】

コーテ ィ ング作 業 に「 コ あ りま か ? 手順を含めて説明 して下さい。ツ が

コーテ ィング作業はあせらず籾の流れを良 く観察 しなが ら水 とカルバー粉粒

剤 16のバランスを調節 し,約 20分 かけて行う。

その際にカルバー粉粒剤 16の袋をハサミで切って,籾の流れに袋の角を着

けて (粉塵が立ちにくい)一度 に多量が入らないよう袋をもみながら一定量入

れ,コ ーティング機から離れて (2～ 3m)観察する。籾の流れにカルバー粉粒剤

16の色ムラが着いているのが良 く観察でき,し かも粉塵を吸い込まな くて済

む。

色ムラが消えたら水分を調節 し,ま たカルバー粉粒剤 16を投入する。カル

バー粉粒剤 16を全量投入 したら,水分を調整 し,約 2分 間空運転を行 う。

※ 1 コーテ ィング籾の均一化

コーティング作業は育苗センターなどにコーティング機を設置 し,専門のオ

ペレーターが常に作業を行った方が均一な仕上が りとなります。

さらに,コ ーティングセンターがあれば,なお望ましい状況となります。

山形県長井市では農水省の補助事業で'94年 にコーティングセンターが全国で

初めて設置されましたので参考にしていただきたい。

※2コ ーティング機の管理について

コーティング作業終了後,皿の部分にカルバー粉粒剤 16が固着 しているケ

ースが良くあ ります。コーティング作業 1回毎に固着物を剥離 し,ま た全作業

終了後は水洗 して乾燥 しておくと,耐用年数が伸び,翌年の作業が楽になりま

す。

【Q23】 コーテ ィング籾 はどの ような状態が最 も良いのですか ? またそれはなぜで

すか ?

良 くコーテ ィングされた種籾は,カ ルバー粉粒剤 16が しっか りと付着 し,

外観がやや丸みのあるペ レット状にな ります。このようにすると手に取っても

粉が手に付着 しません。

-12-
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しっかりしたコーティングにより,播種時の剥離を防ぎ,播種量が安定し,

出芽 。苗立が安定 します。

【Q24】

【A】

コーテ ィング籾 は直ち に播種をしても良いのですか ?

コーティング終了直後の種籾は水分を多く含んでおり,播種機による作業の

際,種籾の流れを悪くして平均に播種できませんので,乾燥 (陰干し)し ,表

面が自くなってから播種 してください。

【Q25 コー テ ィング後 いつ頃 までに播種 しな ければ いけないのですか? またそれ

凶駆趣菫 ⊇ニ

【A】  前日コーティングして,次の日に播種するのが理想的です。もし都合が悪く

次の日に播種出来ないときは4日 以内に播種 してください。

長期間保存 したコーティング種子は乾燥 してコーティングが弱 くなり,播種

時に剥離を起こしたり,土壌中で再び吸水して発芽 しますので,障害を起こし

やすく苗立率を下げる原因とな ります。なお,コ ーティング翌々日に播種する

場合は播種機の目詰まりを生じることがありますので,種籾を入れた網袋を一

度ふるってから播種機に入れて下さい。

【Q26】  :iL=三 |:L三中:1乙:1211」 |:12:蔓」:|:|口 lil」 ILi」 |:,`lil≧口|:IL菫..::|::.|`|:IL」 ll.

【A】  専用のコーティング機として直径が90om型 と140cm型があります。

その能力とコーティングの所要時間は次の通 りです。

90cm型・・・乾燥籾重で10kg/1回   所要時間 20～ 25分

140cm型・・・乾燥籾重で30kg/1回   所要時間 20～ 25分

※ 麦の種子消毒にもコーティング機が利用出来ます。

【Q27】

【A】

コーテ ィング後播種 までの保管 はどのようにすればよいのですか ?

コーティングを終了した種籾は「ムシロ」の上に広げ,陰干しを行い表面が

やや白くなる程度に乾燥 したら,網袋に入れ風通 しの良い所に保管する。ビニ

ール袋や肥料袋に種籾を入れると,短時間で「ムレ」を生 じ,播種時や出芽時

の トラブルの原因になりますので避けて下さい。

【Q28】

【A】

カルバ ー粉 粒 剤 1 と他の農薬を同時にコーティングしても良いのですか ?

一部「タチガレエース」のように農薬登録になっている農薬は良いのですが ,

発芽障害を起こすようなものもありますので,農業指導機関等に相談するよう

にして下さい。
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※ あまり量を多く混入するとコーティング強度が低下するのでご注意ください。

3】 埜重二ついて

【Q29】  lili121[1:,::二 1塞,::lilll:::::lil塁凶:..生 IL`i:ILilュ ::,L:|:IL!]|]|」 1菫!.::|:=奎 ..:I【:L登 :.:|`i≧ .」lZ:≧::lli:::::2:L.ヱ __」 |!11.:`L¨ !::121ヽ ]1:il_]宣_`![≧」:旦|

lliliヨ il.1:2.」 ::lユ:Ll`:≧ I`E:二 :::.立L.1:L__

【A】  圃場全体が均平であれば面積の大小に関係なく,湛水土壌中直播栽培はでき

ますので,圃場の規模により適当な播種方法を選択して下さい。

【Q30】

【A】

【Q31】

【A】

代かきШ匡重1重|二1凶:塾と,埜:』憂|=:LI≧ユ

土壌の条件によっても異なりますが,条播では2～ 3日 前までに,散播では当

日播種直前に行うのが好ましいです。

稲ワラ・麦ワラ 豊の生い田圃では代かきはどうすれば良いのですか ?

代かき終了後圃場表面に「ワラ」等が多 くありますと,播種作業の トラブル

の原因にな りますので,土壌中に鋤込んで しまうようにして ください。

例えば,浅水代かき,逆転機構を持つロータリーを用いれば,「 ワラ」等の

埋没効果があ ります。但 し,泥 を練 りすぎますと苗立率を落 とすことがありま

す。

【Q32】 播種時の丞二塁』:コEぇ五式上旦」丞 _22聖塁2≦L奎ユ■豊=皇堅 2コ堕 L盆上 _匿|
水 す る とすれ ば,そ の程度はどの位が良いのですか ?

【A】 条播では,播種機が田植機と異なり,溝切 り機構を備えていますので,落水

の程度は非常に重要な事です。完全に落水しますと播種機のフロー トが滑らず ,

スリップを起 こしますから「走 り水」程度にしてください。

散播では土壌条件により異な りますが,播種日の 2～ 3日 前に荒代かきを行

い,水が浸透するのを待って,植代かきを行った直後 (水 たまりの出来る前 )

にトラクターの車輪跡や溝切 り機で,後の水管理などがし易いように溝を作っ

た後に播種 してください。

【Q33】

【A】

播種時の田面の硬さはどの_く_ら いが良いのですか ?

条播では次の通 りですが,散播では植代かき直後の泥水状態で播種 します。

「さげ振 り」貫入深 8～ 10om
ゴルフボール (ス モール)で は lmの高さより落下させ,田面からのボール

の露出高 l Cm～ -l cmが 目安です。
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【Q34】

【A】

【Q35】

【A】

【Q36】

【A】

【(137】

【A】

【Q38】

【A】

【〔139】

【A】

【Q40】

【A】

散播の播種は手播きでも良いのですか?

手播きは均一播種が困難ですので,散粒機の使用をお勧めします。

播種 量は どの位 が適当ですか ? また。地域差はありますか ?

北海道を除いては,10a当 た り3-5 kgを 基準に しています。

条播法では播種深度は 1～ 1.5 cm程 度に,寒 い地域ではそれより浅めの方が

良い結果が得 られています。

散播法では 0.5～ l cm程 度になります。

播種深度の はどの ような影響が りますか ?

深すぎます と出芽日数を要 し苗立率を低下させます。 また,浅すぎますと浮

苗とな り,風 に弱 くな り倒伏 し易くなる恐れがあ ります。

条播法で播 作業中確実に播種されているか,何 を目安に確かめていますか ?

播種機の種籾落下確認センサー付のものは播種モニターを,有視確認式のも

のは,常にホッパーや種子導管部の籾の状態に注意 して落下ミスを防止 します。

種子導管部の末端に泥水や泥が付着 しますと,種籾の流動に影響を及ぼ します

ので,充分注意しなければなりません。

欠株 がある と収 量 に影響が 出ますが。その はありますか ?

条播法で稲ワラ 。麦ワラ・切株などの「爽雑物」は,播種機の作溝装置や覆

土板にからみついて,連続欠株の原因になりますので,常に注意 して取 り除い

てください。連続欠株が30cm以上出た場合は,苗立の多い場所から苗を取 り,

補植します。30cm以下の欠株では収穫量に影響ありません。

散播法では播種状況が日で確認出来るので,欠株の心配はありませんが,不

均一になりやすいので, 2度播きをしてください。

播種後 の入水は何時 えば良いのですか ?

条播法・ 散播法とも3～ 4日 位干 して,種籾が土壌に固定した後,入水しま

す。

入水 につ し`ての特別の注意事項が りますか。

一時に大量の水を流 して種籾や覆土の移動が無いように注意 しなければな り

ません。
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【Q41】

【A】

芽が出てくるまで不安です。播種後何日位で出芽するものですか ?

除盤塑趾堕_些:≧上立宣 :望[」:1皿_■LE塾 主のですか ?

湛水土壌中直播に適用登録のある除草剤を使用基準に従って散布します。

※ 水管理法により異なりますが,2回 の処理が望ましい。

除草剤を散布 した後に出芽 してくるのですが,薬害の心配はありませんか ?

播種後に湛水土壌中直播に適用登録のある除草剤を散布 したのであれば,そ

の後に出芽してきても薬害の心配はありません。これ以外の除草剤は薬害の心

条播法では播種後一日の平均気温から10℃ を差 し引いた温度の積算が 50℃ に

なりますと発芽します。

(例 )播 種後 17℃の気温が続いたとしますと17-10=7 50÷ 7≒ 7

約 7日 間で発芽する事になります。

また,散播法の場合は,寒冷地ではややこれより遅れる事もあります。

【CL 42】 出芽・ 苗立率はどの位になりますか ?

【A】  一日の平均気温が10℃ 以下だと発芽 しません。また,出芽までの期間が長 く

なりますと,出芽率が低下し生育が不揃いになります。

条播法では播種後7日 で出芽率が70%位 ,散播法では,試験の範囲内ですが ,

80%以 上になっています。

※ 散播での溝切 りの必要性は ?

苗立を良くするための水管理が必要なので,播種前または播種の翌日,溝の

切れる時期に出来るだけ深く溝を切 り,水口・水じりをつなぐ必要があります。

土壌が硬くなりすぎると上が溝の両側に盛 り上が り,そ こが雑草発生の原因

となりますのでご注意 ください。

4)出芽後の栽培管理について

【Q43】 出菫饉菱エム
`彙

4葦:■

=2■
(健苗確保の意味では芽干しをした方が良いと

思いますが )

【A】  出芽揃い時期の芽干しは原則的には必要ありません。 しかし湿田や生ワラ施

用田等で土壌還元が著 しい場合は,水 を入れ替える事により出芽苗立が安定 し

ます。

※ 出芽後の芽千しを止めて,播種後3～ 4日 間の完全落水を行います。

【Q44】

【A】

【(145】

【A】
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配があるということです。

【Q46】

【IA】

基肥と追肥の関係を説_明 して くだ_さ_セL追 肥 1主皿壁土ユ l」 よ上≧」2正 三金ヱ

施肥法については品種 。土壌の肥沃度・気象条件 によって違いますので,詳

細はその地方の農業指導機関と相談 して決めていただきたいのですが,概略は

次の様に言われています。

(1) 直播水稲では基肥量が多いと発芽 。発根を害する場合があり,逆に施

肥量が少ない方が初期の根の伸長が良 くな ります。このことから基肥量

は移植栽培のサ～
=に

減肥する方が良 く,ま た表層施肥より全層施肥の

方が望 まれ ます。

(2) 追肥は寒冷地や早播き地帯では早め (2～ 3葉期 )に ,温暖地・暖地

では遅め (4～ 5葉期 )に行いますが,5葉 期以降の追肥 (分 けつ肥 )

は過剰分けつを生 じやす く,有効茎歩合を低下させ ますので避けます。

施肥量は苗立ち数・地力窒素の発現等を勘案 して増減 します。

なお,生育期間の長い品種や地力の低い水田等では,つ なぎ肥が必要

になることもありますが,過剰分けつにならないように稲の姿勢に注意

しなければなりません。穂肥や実肥については移植栽培より少 し遅れた

方が倒伏に強 くなるようです。

【Q47】

【A】

苗立本数はどの位あればよいのですか ?

苗立本数は 1ぽ当たり60～ 80本 (20～ 30本 /m)を 目標としています。最近

は,こ れよりも少なくても良いという説もありますが,初めのうちは80～ 100本

程度が無難で しょう。欠株が少々あって,苗立ち数がこれより若千少なくなっ

ても心配することはありません。

【Q,48】  1ヨL」」と」:L⊥L:2:」:」菫lLttL`生〔[と1華:|こ」巨菫Lに基乙よ壼≧」亀上】2:=』狂空
=L

【A】  有効分けつ 。穂数の目安については,品種・地域あるいは目標とする収量が

いくらかによっても違いますが,一般的には 1ぽ当たり400本～500本程度を目

標にしています。

※ 1本当たりの分けつ数が 7本以上であると倒伏に強くなるようです。

【Q49】

【A】

過‐1][菫 I」をL」讐11111」i」11」LL`ζ :」LEl上国生ユニ重」上生墜のでし_生 ユ金2

過繁茂になってから,こ れを抑制 しようとしても無理でしょう。従って直播

栽培を始めるにあたっては,品種の選定・施肥・水管理等栽培全般にわたって

十分注意 してください。現状では過繁茂の恐れがある時は,早めに強めに中干
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【Q50】

【A】

【Q51】

【A】

【Q.152】

【A】

【C)53】

【A】

しを行 う以外に方法がないようです。

直壁」盛望|」阻1伏_し 易い上思旦菫すが__こ れを防ぐ方法はありますか ?

直播栽培では過繁茂とな り倒伏 し易いと言われています。従って品種の選定

の段階から「強拝」 。「短得」の品種を選定する等の注意が必要です。

倒伏の恐れのある時は,早めに強めに中干 しを行 う以外に方法がありません。

鳥 害 が 心 配 され ます。 防除対策はあ りませ んか ?

現在はまだ的確な防鳥対策は無いようです。直播水稲栽培が将来集団化する

ことにより,そ の被害は軽減されるものと思 いますが,現状は防鳥網・防鳥テ

ープ 。水糸等により被害の軽減を図っています。

墨壁塾昼翌⊇重國生!主 どの様にしたらよいのですか ?

移植栽培に準 じて行います。

直播栽培は移植栽培に比べて縞葉枯病・紋枯病が発生 し易いので,抵抗性品

種の利用・早期発見・適期防除に心がけてください。 また,キ リウシ̀ガ ガンポやイネ

ミス・ゾウムシの被害 も大きいので早めに防除 して ください。

西南暖地では特にデャンボタニシの被害が大きくなっています。シ・ャンホ'タニシの被害

が予想される圃場では播種 して田干 し後に入水 したら,直 ちにパダン粒剤 4ま

たはキタジン Pを 散布 してください。

出穂 時 期 は移 植 裁 と差があ りませんか ? ある とす ばどの位ですか ?

移植栽培より出穂期・成熟期が 7～ 10日 程度遅れる場合がありますので ,

落水時期が早すぎないように留意するとともに作業計画を立てて適期に刈り取

るようにして ください。

5)収量について

【Q54】

【A】

!四:藝塁三二藁 :だとユ1駐L」【藍工 L主塑 重ぃ

湛水土壌中直播は本来増収する要素を持っており,現に一部地域では増収し

ている事例もありますが,全体的に見ますと移植栽培と大差ありません。

6)カ ルバー粉粒剤 16に ついて
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イ)成 分含有量は ?

【A】 有効成分 Ca02・ ・・・ 16%

ュ]L菫塑 li二堕塑狸堕:コ:堕立盛生 !墨:生:生:地菫 2■
【A】 過酸化カルシウムを有効成分とし,土壌中で水を吸収して徐々に分解し,酸素

を発生します。

Ca02 + H202 ~→  Ca(OH)2 + ;02

ハ ) カ ル パ ー粉村 16は 湛水土壌中直播栽培に使用されて,どのような働 きをす

るのですか ?

【A】  従来の水稲の湛水直播栽培では,前述の通 り湛水下で土壌表面に播種 しなけれ

ばならなかったため,浮 き苗の問題・雑草の問題があ り,一部の地域を除き実用

化できませんで した。これらの問題を解決 しようと,土壌中に播種すると酸素不

足をきたし,種子が発芽までに「壊死」 してしまい,苗立率が極端に低下 します。

すなわち種子の発芽に酸素の存在は不可欠の条件 と云えます。

カルバー剤は有効成分の過酸化カルシウムが分解 して酸素を発生 し,種子の発

芽を助ける働 きをします。

二 )カ ルバ ー粉粒剤 1 6は 安 全なものですか ?(毒性・魚毒等 )

【A】 毒 性 毒性は低 く普通物です。アメ リカでは食品添加物 として製バ ン時に使

用されています。

A類  ウナギ・エビなどの養殖池の環境改良剤 として使用されてお

り心配ありません。

魚  毒

上 22ヒど三週壁ユ■_旦旦二2重I萱重上L玉_立豊宣主主⊇三L

【A】 乾燥した冷暗所に保管しておけば,農薬の保証期間 (5年 )は心配ありません。

へ)使 い残 りのカルパ ー粉粒剤 16は どうすれば良いのですか ?

【A】 湿気や水がかからないように封をして,乾燥した場所に直射日光を避けて保管

してください。

開封したものは当年度中に使用してください。 (次年度使用は無理です )

卜)カ ルバ ー粉粒 剤 16 を乾 田 直幡 培 に使用 して も有効 に働 きますか ?

【A】 乾田直播栽培では土壌中の水分が少ないために,カ ルバー粉粒剤 16か らの酸

素の発生が少なく,効果の期待ができませんが,早期に入水する場合は有効です。
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()水陸稲の作付面積、単収、収穫量のオlL移
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∞

∞

∞

ｍ

ｍ

∞

∞
¨

¨

∞

ｍ

ｍ

ｍ

316

333

298

269

329

313

304

208

336

311

312

322

327

309
337

280

308

396

348

364

379

391

101

387

107
400

396

390
400

153

419

435

412

411

456

170

155

481

127

178

199
482

112

453

458

159

517

501

508

198

474

196

509 1

170 1

504 1

367 1

544 1

2,872.000
2,866.000
2,888,000
3,045,00012,385,000

10,899,000

11,464,000
11,993.000 1

12.501,000 '

12,858,000
12,419,000
13,009,000
12,812,000

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
呻
ｍ

ａ

α

ｌ

●

●

Ｏ

ａ

Ｃ

，

ユ

ａ

ａ

ａ

３
．
３

３

ａ

ａ

ａ

＆

，

■

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２
．
２

２

２

２

２

２

２

２

２

2,584,000
2,4

2,7

09,000
45,000
53.00014.4

14,449,000
14.003,000
12,689,000
10,887,000
11,889,000
12, 144,000

12,292,000
13, 165,000

11,772,000
13,095.000
12,589,000
11,958,000
9,751,000
10,259,000
10,270.000
10,366.000
11,878,000
11,662.000
11,647,000

10,627.000
9,935,000
10,347,000
10.499,000

9,604,000
10.573.000
7.834,000
11,981,000

t

9.628,000
10,052,000
8,955,000
8,111,000
9,859,000
9,273.000
8.666,000
5.823,000
9, 124.000

8,746,000

9,792,000
9,243,000
9,412,000
8,888,000
9,676,000
8,038,000
8,895,000
12,073,000
10,647,000
11. 188,000

11,689,000
12,158,000

12,539,000
12, 138,000

12,762,000
12.529,000
12,362,000
12, 181,000

12.526,000
14,257,000
14,223,000
13,797,000
12.528,000
10,782,000
11,766,000
12.068,000
12, 182,000

13,085,000
11,699,000
13,022,000
12,546,000
11,898,000
9,692,000
10,204,000
10,212,000
10,308,000
11,832,000
11,613,000
11,592,000
10,571,000

9,888,000
10,297,000
!0,463,000
9,565,000
10,546,000 1

7,811,000 1

11,961,000 1

ha
146. r00
150,500
147,700
144.700
r 37. 000
l r7, 300
102,800

7 t. 000
61.300
7?.700
90, 900

I 12. r00
r33,900
I 39, 200
I 37, 500
148,400
163,400
tli.200
r 83. 200
r64,000
I 73. 700
r 82, 800
18{,000
166.700
150,300
139. 100

I 34, 700
l 32, 400
r25,300
l r3. 600
r 08. 800
t0l,300
87, 400
68. 500
s8, 600
52. 400
48, 800
44. 900
37. 700
33, 500
31,900
29,200
27. 200
27. 000
27. 300
27, 000
25, 200
23, 600
22. s00
23. 000
22. 800
2 r. 600
l 8, 900
r6,100
I 3. 700
t2, 400
r 2, 300

１７

１９

■

１０

Ｈ

ｌ３

Ｈ

６

１３

７

１９

１２

１７

Ｈ

ｌ８

１３

１３

１７

１３

１６

１７

１８

１７

１６

１６

２０

１６

‐７

‐７

‐７

２０

２０

‐８

‐５

２ｌ

Ｈ

２２

‐７

‐９

２１

‐３

２０

２１

２０

２１

２１

‐８

２０

２４

２１

２０

２２

‐８

２１

‐９

‐８

‐６

t

251,900
292,400
175,600
152.200
157,000
159,700
118,100
49, 100

83,500
52,100
173,700
140,500
238,400
153,800
247.000
200,500
218,000

311,600
252,200
276, 100

304,000
343,100
319,900
280,700
247,300
282,600
222,100
228,100
219,400
195,800
225,700
2()5,800

帥
ｍ
ｍ
ｍ
枷
枷
麺
ｍ
ｍ
伽
帥
鰤
¨
枷
柳
帥
帥

Ｃ

Ｌ

，

６
，
嘔

０

３
．
ｔ

ａ

Ｃ

ａ

４

８

８
．
■

８
，

‐４‐

“

ｍ

２

７

ｍ

８

７

７

４

１

５

５

５

５
４

４

５

56,000
46,800
49,500

35,700
39,200
26。 900
22,.700

19,700

注 1: *印 は冷害年を示す。
2: ラウンドのため水稲、陸稲の計と水陸稲合計とは一致 しない。
3: 昭和29年までの数値は農作物累年表・稲 (農林省続計調査部編)の全国数値を tあ るいはhaに換算 した。昭

和29年以降は農林水産省統計表から作成 した。
4: 農作物累年統計表は農務省統計表 (明 治 16～ 大正 12年 )及び農林水産省統計表 (大正 13年以降)に よって作

成 したものである。なお、明治15年以前のものは農商務省統計表の隔年統計表により作成 した。
5: り]治 15年以前は北海道及び沖縄県を含まず、明治 17・ 18年及び昭和 19～ 48年は沖縄県を含まない。
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(〕 水稲作伺面付i(都 道府県別 ) (単 位 :ha)

40fF 45 60| 50     1     55

全  |■ |   1 3.123,000 1 2.836.000 1 2,719,0001 2, 35o,000   2.318.000 2,055,000 2,092,000 2, 127,000 2,200,000

北海道  , 229,7001  206.4001 185,500 154.200  163,900 146.300 162,200 172.600 175,800

」し

岩 手

官 城

秋  |||

111  '杉

|、 」 島

80.300

84.300

118,000

116.800

101,200

109,500

76.800

89,900

117.600

113.600

100.200

105, 100

81, 800

92,300

119, 100

124.300

101,900

107,700

73,800

80.900

109,200

114,300

93,700

98,700

75,700

82,500

108,500

115, 100

92,300

98,100

67,300

74,400

98, 700

106,400

84, 700

89, 800

69,500

76.600

100,600

109,000

86,500

91, 100

71,700

78,300

102.200

111,600

88,100

92,500

73,000

79,800

104,300

115,600

90,000

94,200

関

,こ

茨 城

栃 木

イ1羊  ユ:3

埼 玉

千 葉

東 京

1中 奈川

」」 梨

長 」テ

静 岡

101.300

89,600

39,600

78.300

103,800

1.910

15. 100

16,600

75.000

53, 100

105, 200

97.700

36, 000

68,900

93,700

2.380

9. 250

13. 100

67,600

43.000

107.200

102,200

33,000

63,000

88, 000

1,000

6,750

11,000

64,600

35,000

97,900

87,000

28, 100

52、 200

77,300

743

5,510

8,550

54,200

26,400

96,800

87.500

27,300

49,400

75,700

594

5,180

8,080

53,000

25,700

88, 200

76,900

22.500

43,300

70, 500

437

4,320

7,040

46, 500

22,300

88,600

78,500

22,200

42,700

71, 200

404

4,110

6, 880

46, 800

22,200

89,600

80,000

22,200

42,800

71,600

347

3,980

6,780

47,300

22,200

91,800

85, 100

24, 100

44.300

72,800

331

4,050

6,870

48,800

23. 100

北

　

　

陸

新 潟

富  :」」

石 川

11  '|:

|

|

|

1 88.000

76.000

52,900

48,500

174.700

67,700

46.200

43.300

500

200

500

600

152,300

55,700

37,700

37,300

1 1

`

64

44

42.

153,800

57,400

38,800

38,600

138,100

50,000

33,800

33,400

143,300

55,400

35,500

37,600

東

　

　

海

62,600

82,200

67,500

55.300

66.800

60,700

51,2001

60,000 1

58,300

41,900

48,900

49,400

41,000

46.600

48,000

35,000

39,400

40, 800

34,800

39,000

41,000

35,000

38,900

41,500

36,900

40,500

43,800

近

畿

滋 賀

京 者|;

大 1坂

兵 庫

奈 良

和歌山

61,500

36,800

26.200

93.900

26.700

23. 100

57. 100

33,300

18.000

80.000

22.300

18,900

46,600

23,900

10,300

60,400

15,600

11,900

54, 700 :

29, 100

13, 100

75,400

19,600 :

16,000 .

47,900

24,500

11, 100

61,800

16.400

13,000

41,100

20, 600

8,480

52,200

12,800

10,100

41,300

20,700

8,050

52,900

12,500

9,650

42,500

21,000

7,970

53,400

12,600

9,540

47,400

21,800

7,970

54,900

12,800

9,590

中

国

四

国

it  i反

11ル   ‖t

l司  111

′1(  1島

|ll  lコ

徳 lit

香 川

つIこ ク愛

11等  夕Jl

30,800

48,500

80.900

67, 100

62, 100

29,800

35,700

39,700

38,500

27,900

43,800

69, 100

57,300

52.100

25, 100

30,100

33,000

30,600 25,200 1

25,800

39,400

64,400

51,400

48,700

22,200

28,000

29,900

20,900

34,200

52,300

43,600

40,700

18,400

23,800

25.600

21,700

20,500

32,300

50,900

42,300

39,300

18,000

23,200

24,300

20, 100

17,500

28, 100

45,000

37, 100

34,200

16,400

20,200

20,900

17,600

18,200

28,200

45,300

36, 800

34,500

16,700

20,300

20,800

17,300

18,500

28, 100

46, 100

37,000

34,900

16,800

20,600

21,200

17,200

19、 600

28、 800

48,200

37,500

351500

17,200

21,600

21,700

17,400

ノL

州・|

絆ii l副

佐 賀

長 崎

熊 本

人 分

宮 崎

庇児島

93.500

54,900

32. 100

76.300

53.500

48.800

61,900

81,600

48,600

29,000

71,700

17,600

41,900

55,000

65, 100

41,100

23, 100

61,500

38,700

31,300

40,300

62,200

39,900

22,700

61, 100

37.600

31,300

38.500

77,600

48,500

27,200

71,900

46,200

38,600 .

47,600

52,700

35,300

19,400

52,200

32,700

26,700

33,200

53,700

36,800

19,500

53,000

33,000

27, 100

33,200

54,200

36,800

19,600

53,500

33,800

27,500

33, 100

55,900

39,400

19,900

56,600

34,700

29,000

34,500

″|:  おせ
|

1,760   1,1001 773 881 862 973 1,040
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資料 :「 作物統計」

140,700 1

51,400 1

34,300 1

34,200 1

139,1001

51,0001

33,9001

34,000 1

岐 阜 .

愛 知
|

二 重 |



()水稲の収穫 ltt(都 道府県別 ) (単位 :ト ン)

40年 55 6045     ,     50

`ヽ

  lil 12.181.000 12.528.000113.085,000 9,692.000  11.613.000 10,463.000 10,546.000 7,811,000 11,961,000

北海道  1  768.0001  911.100 826.600 594,200 
‐
    815, 100 789,700 722,300 350,700 950,300

岩 手

宮 城

秋  1日

dl  '杉

村:i l■

195,400

237.000

418,200

625,200

511,600

354,300

456.500

449,600

594,600

692.900

565,800

542,500

ゴヒ

,(

381,100

373.100 1

554.600 1

410. 100 1

456.700 1

5S5,600 1

650.9001

578.200

513.9001

467, 100

480,000

611.600

716、 000530.300

502.000

181.800

623.600 1

564.300 1

408,500

403,200

555,700

599,000

493,000

486,700

410,700

392.200

500,000

631, 100

498.200

471,900

l14,000

119,000

191,100

535,700

404.400

289,500

451,100

450, 100

560, 100

684,400

553,500

536,900

39t. r00'

1支 1

,(

茨 1,1

栃 木

1鮮 ユ|;

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

l」」 梨

長 野

市, I司

301.600

139.000

256.800

127,700

13.300

44, 100

61, 100

353.300

167,300

452.400

392,800

110 100

253.600

l15.100

7.280

32,600

55,100

356.900

169.900

155,900

107.800

127,800

221,800

370,200

2.240

22.400

40. 100

301,000

120,800

486,700

441,500

143.200

262,700

422.400

3,320

26. 100

51.500

363,700

153,700

425,900

354, 100

103,400

197,300

347, 100

2,500

20,100

33,600

262,300

110,100

432.200

388,300

106,700

201,800

344,700

1.640

18,700

36,500

278,500

102,600

427,900

385,400

107,000

200,700

358,800

1,490

18,100

34,400

273,300

112,300

363,800

304,000

87,900

176,800

306,400

1, 160

16,700

26,600

211,400

101,900

469,100

444,200

123,400

219,300

382,200

1,250

19, 100

38,300

321,600

122.400

」し

陸

新 潟

富 LL

石 川

:1'II メ|:

836.800

303,300

215,800

201,800

905,500

325,500

222. 100

752,100 1

257,2001

165,700

172.200

819,400

289, 100

183,200

184,300205.300

734,700

262,000

171,700

169,700

763,700

269,800

174,900

175,100

661.300

228.200

150,600

152.500

780,900

299,700

181,800

195,100

,こ

,毎

|11支  阜

愛 知

二 重

176,700

214,800

215,500

204.700

273.700

215.300

197.400

252.500

233. 100

206.

192,200

209.900

259.200

241,900

000

800

8, 155, 100

184,400

188,900

160,800

188,800

190,700

129,900

169,200

168, 100

183,400

201,700

215,100

j重

畿

滋 賀

舅て  `|;

大 阪

兵 ,1:

奈 良

和歌 111

233.700

115.200

73,900

268,600

103.900

75.800

268,400

129,200

62, 100

296,000

91.400

72.000

255,400

122,200

47.700

315,900

82. 100

61、 900

217.000

92, 100

39,500

231, 100

64,900

51,700

225,500

110,400

43, 100

276,600

70,400

54,300

203,000

97,400

36.300

230,200

59,000

45,200

207,700

100,200

35,400

246,500

59,000

44,800

188,300

88,200

32,800

225,300

55,600

41,300

248,900

114,200

37,800

278,900

64,400

47,700

.11与  I反

」:ら  |」ミ

岡  |」 1

り去 .1:ル

|」 I  I]

徳 島

香 川

愛 女妥

高 知

H6.600

171,300

257,700

236, 100

218,000

85,600

:24,900

:34,000

89,700

:ヤ

|コ

四

国

108.400

180,400

275, 100

257,000

255,100

80.200

135,700

163.600

109,000

125.900

182,000

297.500

237.500

233,800

89,900

126.300

i36,000

79.400

76.100

127.600

205,000

169,600

154,700

66,600

96,400

98,800

73,800

99,800

139,200

234, 100

209,000

178,400

83.500

111,400

118, 100

82,800

86,800

139, 100

185,900

174,000

162. 100

71,200

85,400

87,800

73,000

93,700

135,900

223,800

183,600

159,000

71,000

97,800

100,900

70,800

74,400

105,700

200,100

154,300

133.300

65,200

89,800

86,500

63,300

111,500

154,100

256,400

194,300

191,700

86,700

112,100

115,200

79,300

福 岡

佐 賀

長 崎

11  イく

大 分

宮 山奇

,■ 児島

115,100

281. 100

119,700

314.400

201,200

172,800

223,900

351,700

224.000

103.000

299,700

184,200

155,400

200,800

383,300

257, 100

113.700

360,200

206. 100

159,000

190, 900 |

272,100

173,000

83.600

264,500

138,200

125,200

160,800

268,100

180,700

80,400

297.600

:82,000

141,200

153,600

258,200

182, 100

85,900

259,400

150,700

121,000

152.400

256,100

191,700

88,9()0

260,800

162,700

126,300

156,400

196,700

141,700

64,500

202.200

124,000

101,800

111,900

304,700

223,800

93,100

322,600

204,700

149,600

178,400

′:|1  争t 4, 520 i 2,8ro | 2, 390 2.520 3,120 3.400 3,240
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851,6001

317,7001

226.4001

208. 100 1

州・l

|



ノl(稲 1()al｀
11た

り1又 昔卜(者IS道 ,付 り共別 ) (単位 :kg)

2 3 4 6

470 504 367 544

512 1  526 540 500 445 203 541

586

509

484

564

579

501

607

542

563

563

582

542

498

459

465

525

547

483

591

512

497

579

476

518

159

152

187

480

459

313

618

564

537

592

615

570

483

491

482

470

504

368

441

500

584

506

406

380

396

413

428

335

420

393

447

459

511

522

512

495

525

378

472

557

659

530

528

484

493

497

523
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水稲うるち者IS道府県別作イ寸面積 _li位 5品種 (ユ |`′J文 6年産 ) (単位 :%)

4 シェア Э シェ7

ササニノキ 1 5 日 本 晴 1 5
空 育 139号 1 4 空育 125号 1 4 ほのか 2241  1

ま い ひ め

たか |〕 み′)り

サ トホナ ミ

あきた39
はなの舞い

ササニシキ

1

10

0

4

10

6

ムッニ シキ

]力
｀`
ネヒカリ

トヨニ シキ

たかねみ0り

あきたこまち

チヨニ シキ

0

2

0

1

5

3

初   星

アキニシキ

ヨシヒカ リ

キヌヒカ リ

はなの舞い

月 の 光

コンヒカ リ

農 林 22号
111r)|ま まれ

キヌヒカ リ

4

6

12

10

5

14

イ

16

6

10

チヨニシキ

ひとめぼれ

ひとめばれ

ゆめみのり

アキヒカリ

日 本 晴

日 本 晴

フクヒカ リ

やえこがね

あいちのかおり

3

6

6

9

2

7

3

9

4

9

あきたこまち

初   星

初   星

月 の 光

ひとめばれ

アキニシキ

月 の 光

3

4

2

7

2

3

1

4

3

2

ひとめ ごれ

秋   晴

ひとめばれ

アキヒカ リ

越 の 華

ほほほ61)希恵,

五 百 万 石

4

3

5

5

越 路 早 生

五 百 万 石

五 百 万 石

フクヒカ リ

4

3

1

4

ヤマ ヒカ リ

i‐ キヽク.ル ,お り

キ ヌヒカ リ

10

17

7

日 本 晴

葵 の 風

大   空

9

13

3

あきたこまち

日 本 晴

チヨニ シキ

6

7

2

キヌヒカ リ

キヌヒカ リ

日  本  ll青

山 田 錦

ヒノヒカ リ

ヤマヒカ リ

19

15

14

9

16

13

こころうくし

フクヒカ リ

黄 金 晴

中生新千本

ホ ウ レ イ

コシヒカ リ

2

3

10

9

11

11

チクブワセ

ミヤコ95
月 の 光

金 南 風

月 の 光

ミネアサヒ

1

3

9

7

4

10

ヤマホウシ
|

ときめき351

12

6

11

8

15

6

13

15

11

日 本 晴

ホ ウ レ イ

コシヒカ リ

]力
゛
ネマサリ

キヌヒカ リ

]力
゛
ネマサリ

ナツヒカ リ

日 本 晴

チ  ド リ

フクヒカリ

ヒノヒカリ

日 本 晴

キヌヒカリ

オ オ セ ト

コシヒカリ

ア キ ツ ホ

8

5

8

8

15

4

10

13

3

ひとめぼれ

ヤ マ ビ コ

吉 備 の 華

あきたこまち

せとむすめ

ハナエチセ
゛
ン

黄 金 晴

日 本 晴

あきたこまち

6

1

7

4

10

4

7

13

3

プし

ヤlil l剖

佐 賀

長 1崎

熊 本

ブ、  夕)

|]  ||1奇

|,1[り 1,|lt

ヒノヒカ リ

ヒノヒカ リ

ヒノヒカ リ

ヒノヒカ リ

ヒノヒカ リ

コシヒカ リ

ヒノヒカ リ

35

52

33

36

40

49

36

ミネアサ ヒ

日  本  口青

ヨシヒカ リ

ヒゴノハナ

黄 金 晴

ヒノヒカ リ

コシヒカ リ

15

19

19

20

19

31

30

ツクシホマレ

レ イ ホ ウ

日  4ミ   11青

ミネアサヒ

ユメヒカリ

ユメヒカリ

ミナミヒカリ

13

16

17

12

10

10

26

州

ネ|せ チヨニシキ 98 台 中 65号 0 0

日 本 晴

ヨシヒカ リ

シ ン レ イ

コシヒカ リ

ひとめばれ

ミナミヒカリ

シ ン レ イ

8

9

10

11

7

5

4

キヌヒカ リ

佐 賀 1号
黄 金 晴

ユメヒカ リ

ク ジ ュ ウ

黄 金 錦

コカ
゛
ネマサリ

7

2

8

9

7

2

1

資料 :食糧庁長官官房調査課 「米穀の品種別作付状況」
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l      l ソェア        2     1 シェア  .    3
ヨシヒカ リ 1 28 ひとめばれ 1 6 :‐ きlt i I',

７

６

５

３

６

３

４

４

６

４

:キ ヌヒカ リ

:月  の 光

月 の 光

ヨシヒカ リ

初   星

コシヒカ リ

キヌヒカ リ

日  本  11青

トト
゛
ロキワセ

ヨシヒカ リ

ゆ き の 精

フクヒカ リ

能登ひか り

ハナIチ セ・ン

ヨシヒカ リ

コシヒカ リ

ヤマ ヒカ リ

11:ム ■‐
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は え ぬ き
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`ま

1意 ほ6Dオ

'ま

、
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|
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|
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〔〕 10a当たりの作業別労働時間 (直接)の推移 (販売農家 )

資料 :農林水産省「米生産費調査」

注 1:50年以降の本田耕起には、本田整地を含む。

2:63年産以降は
「~玄

米 10俵 (600kg)以 上販売農家」である。

2 3 4 Э
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5.5

5.5

1.7

0.5

5.2

5.4

1.6

6.2

1.1

2.4

8.2

1_4

8.9

6.1

1.1

2.2

7.8

1.5

8.2

2.4 2.4

0.0 0.0

1.1

0.5

0.4

0.2

0.5

5.2

5.1

1.5

5.9

1.1

2.0

7.7

1.2

7.6

2.3

0.0

1.0

0.5

0.3

0.2

0.4

4.5

5.5

1.4

5.8

1.2

1.9

7.4

1.2

6.7

2.3

0.0

1.0

0.5

0.3

0.2

64_4 55.1 46.1 43.8 43.1 41.1 39.6

10a当 た・収量 kg 445 487 525 489 527 519 533 500 515 475

150kg当た,i用寺間 47.3 36.3 2 3. 3 19.8 15.7 13.3 12.3 12.9 12.0 12.5

(単位 :時間)
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|l li界 の 米 の 需 給

(単 位 :100万 ト ン )
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lJ S l)A''Crain: World Markets and Trade, March 1995"
生 産 量 は も み ベ ー ス で あ る。

年 度 は 7月 ～ 6月 で あ る。

輸 出 量 及 び 輸 入 量 は 暦 年 ベ ー ス の 数 値 で あ る。
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li要 国の米 (も み)の収不:E面積と収穫壁

FA ()''I)r()ducuti()n Vearb()()k"

*は推計値、Fは FA()推計、「]は 1975年以前はベ トナム共和国

単位 :
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収穫量
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|_要 国の米 (も み)の 10ア ール当たり収 I置

単位 :kg

|々    ク} 1969 71 1979 8 | 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993

|||:ソ よヽ111勾 238 275 326 330 336 349 355 350 356 358

「1  本

11:|    11:|

LI」    |「 |

フ ィリピン

ベ トナム

タ   イ

ミ斗′ンマー

イン ドネシア

′ヽ ンク ラテ
・
ィシュ

イ ン ド

｀
ノ  辿

フランス

イタリア

スペイ ン

アメリカ

メキシヨ

フラジル

エ ジプ ト

マダガスカル

オース トラリア

549

463

358

166

202

195

171

235

168

167

357

406

498

611

509

256

143

527

191

670

558

551

424

221

212

189

269

326

195

186

373

399

561

633

517

345

144

571

174

624

632

637

533

267

281

205

303

398

218

221

424

513

593

636

633

346

186

578

188

672

619

602

541

262

278

202

304

404

241

220

408

450

561

633

623

382

174

583

189

638

589

656

528

264

297

215

291

411

236

255

427

479

551

634

618

360

198

606

193

698

6

6.

1 7

45

550

271

323

202

292

425

287

262

390

604

605

584

654

342

210

649

208

769

633

621

572

281

319

196

294

430

257

263

353

594

603

632

620

374

188

727

208

809

586

604

564

282

311

214

289

435

267

261

331

535

603

621

636

410

230

746

206

832

628

631

580

286

333

211

293

435

270

263

527

608

653

643

432

214

765

210

842

458

581

596

276

345

213

301

438

257

269

490

575

629

618

382

230

772

213

806

資料

ィli

IP/ヽ ()'・ I)r()ducuti()n Ycarb()Ok''
~三

は1975年以前はベ トナム共和国

-37-

|



参考資料 II
ヾ
　
　
　
　
　
、

ヽ



第二条

水 稲 直 播 研 究 会 規 約

第一条 本会は,「水稲直播研究会」と称する。

第 二条 本会は,水稲直播技術について,栽培・機械・資材等の関係者による情報の交
換及び問題点の把握・検討を行い,会員の本技術の改善のための諸活動に資する
ことにより,我が国の気候風土や農家経営等に適した水稲直播技術 (以下「水稲
直播技術」という。)を早期に確立及び普及することを目的とする。

本会は,前条の目的達成のため次の事業を行う。
1 水稲直播技術に関する情報交換及び技術的検討
2 水稲直播技術に関する現地調査
3 水稲直播技術に関する情報収集 。調査研究
4 水稲直播技術の啓蒙・宣伝
5 関係官庁等への要請・協力

6 その他本会の目的達成に必要な事項

第四条 本会は,事務局を (財 )農産業振興奨励会内におく。

第五条 本会の会員は,本会の趣旨に賛同する法人及び団体であって,総会で承認され
た者 とする。

第六条 会員の負担すべき会費の額及び納付方法は別に定めるものとする。

第七条 本会は,役員として,会長 l名 ,各会員を代表する理事各 1名 ,監事 2名 をお
く。また,本会に顧間を置 くことができる。

第八条 役員の任期は, 1年 とする。但 し,再選を妨げない。

第九条 理事は,理事会を組織 し,会長を補佐 して会務を処理 し,監事は会務を監査す
る。また,顧間は会長の求めにより会務の相談に応 じる。

第十条 総会は原則として毎年 1回 これを開き,必要に応 じて臨時に開くものとする。

第十一条

1

2

次の事項は,総会の決議を経なければならない。

事業計画及び収支予算の決定,並びに事業報告及び収支決算の承認,規約の
変更

その他,理事会の必要と認めた事項

第十二条 会長は,本会の事業を円滑に実施するため,学識経験者等を構成員とする委
員会を設け,指導・助言等を求めることができる。委員会の委員は,会長が委
嘱する。

第十三条 本会の事業年度は毎年 4月 1日 から 3月 31日 までとする。

付 貝」 本規約は,平成 7年 6月 6日 より施行する。
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(役職名 )

会 長

顧 問
″

″

〃

理 事
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″
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〃

″

〃

″

″

〃

〃

〃

〃

〃

〃

″

(役職名 )

委 員

(氏 名 )

井上喬二郎

戸刈 義次

伊藤 隆二

太田 保夫

中村 喜彰

北野 茂夫

小沢 啓男

城野 敬二

上田

橋爪

山本

板谷

前田

阪本

奥平

宇野

猪飼

前

池山

早乙女

下猶

竹中

西田

原

中村

森

中林

隈部

西村

浩二

文治

武碩

敏雄

雅也

実

芳弘

祥倶

武

良悦

晃也

倫平

(氏  名 )

鷲尾  養

宮原 益次

中山 壮一

寺島 一男

足立一日出

笹倉 修司

西村  洋

松村  修

博

三

昇

己

勲

隆

泰

　

洋

研 究 会 役 員 名 簿

(役     職 )

元北海道農業試験場 場長

東京大学 名誉教授

元 (株 )植物工学研究所 顧問  当研究会前会長

東京農業大学 教授

石川県農業短期大学 教授

新稲作研究会 会長

(財 )日本植物調節剤研究協会 常務理事

(財 )農産業振興奨励会 専務理事

(社 )農林水産航空協会 会長

石原産業 (株 )取 締役 農薬事業部技術部長

井関農機 (株 )常 務取締役

(株 )ク ボタ機械事業本部

クミアイ化学工業 (株)常 務取締役 研究開発本部長

ソフト・ シリカ (株 )代 表取締役社長

三共 (株)農 薬開発普及部 部長

ダウ・ケミカル日本 (株 )夕 'ウ `エランコ事業部門 取締役営業本部長

日産化学工業 (株 )農 薬事業部 企画開発部長

日本化薬 (株 )農 薬事業部長

日本農薬 (株 )開 発部長

日本パーオキサイ ド (株 )企 画開発部長

北興化学工業 (株 )技 術普及部長

保土谷化学工業 (株 )常 務取締役 事業本部長
三笠化学工業 (株 )専 務取締役

三菱農機 (株 )取 締役 農業技術部長
ローヌ・プーラン油化アグロ (株 )農 業部長

八洲化学工業 (株)常 務取締役
ヤンマー農機 (株 )取 締役 第一開発部長

カルパー普及会 会長

(社 )全国農業改良普及協会 事務局長

研 究 会 委 員 名 簿

(役     職 )

農林水産技術情報協会 調査員

農林水産航空協会 嘱託

農業研究センター 耕地利用部 水田雑草研究室主任研究官

東北農業試験場 水田利用部 栽培生理研究室長

北陸農業試験場 地域基盤研究部 農村整備研究室長
九州農業試験場 農村計画部 経営管理研究室長

生物系特定産業技術研究推進機構 生産システム研究部

農林水産技術会議事務局 企画調査課 研究調査官

清

治

三

泰

障

事監

〃

〃

〃

″

〃

〃

〃
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